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新型コロナやロシアによるウクライナ侵略などの影響により世界的な物価高やエネルギ

ー価格の高騰が生じ、加えて日本では「アベノミクス」の「異次元の金融緩和策」によっ

て異常な円安を招きいっそう深刻な状況となっています。 

この間、日本共産党枚方市委員会が実施した市民アンケートでは暮らしが厳しくなった

と答えた方は約 7 割にのぼっています。 

枚方市役所の移転条例は 9 月定例月議会で否決されました。市役所周辺の大開発を進め

るのではなく、 今後も予測される新型コロナの感染拡大から市民のいのちを守るととも

に、物価高やエネルギー価格の高騰から市民の暮らしや営業を守ることが求められます。

2023 年度の予算編成は市長選挙をひかえ骨格予算となりますが、市民の願いに応えて「住

民福祉の増進」を図る予算編成へ大きく転換することが求められています。 

とりわけ、市の施策として遅れている子ども医療助成の 18 才までの充実や給食費の無償

化に向けた取組、中学校給食の全員喫食化、少人数学級の推進、支援教育の充実や増加す

る不登校の子どもたちに対する支援の充実など、1人ひとりの子ども達に寄り添った教育

の充実や超高齢化社会となるなかで、年を重ねても安心して暮らせる枚方となるよう高齢

者福祉の増進が求められます。 

 また、気候変動対策やジェンダー平等などの取組も一層進める必要があります。 

 以上の立場から、要望をとりまとめました。ご検討いただき、 来年度の予算編成に反映

されますよう強く要望します 
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